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兵庫県芸術文化協会

令和4 年 1 月号

題
字
：
井
茂
圭
洞
（
書
家
・
文
化
功
労
者
）

　
施
設
・
設
備
の
大
規
模
改
修

工
事
の
た
め
令
和
５
年
３
月
ま

で
休
館
中
の
兵
庫
県
立
歴
史
博

物
館
が
、
摂
津
・
播
磨
・
但
馬

・
丹
波
・
淡
路
の
旧
五
国
の
博

物
館
・
資
料
館
で
巡
回
展
を
開

催
し
ま
す
。

　
五
国
ご
と
の
特
色
に
注
目
し

な
が
ら
会
場
ご
と
に
少
し
ず
つ

展
示
内
容
を
変
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
ゆ
か
り
の
資
料
も
多
数

展
示
さ
れ
ま
す
。
れ
き
は
く
資

料
の
「
里
帰
り
展
」
と
し
て
も

お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
展
覧
会

で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
お

近
く
の
会
場
で
兵
庫
県
立
歴
史

博
物
館
の
展
示
品
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
１
回
目
の
会
場

は
尼
崎
市
立
歴
史

博
物
館
。
１
月
８

日
㈯
〜
。
９
時
〜

17
時
（
入
館
は
16

時
30
分
ま
で
）
。

月
曜
休
館
（
祝
日

の
場
合
は
翌
平

巡回展

日
）
。
入
館
料
無
料
。
そ
の
他

の
会
場
の
開
館
時
間
・
休
館
日

・
観
覧
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、

各
会
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
巡
回
展
会
場
・
会
期
】

摂
津

尼
崎
市
立
歴
史
博
物
館

／
１
月
８
日
㈯
〜
２
月
６
日
㈰

播
磨

三
木
市
立
み
き
歴
史
資

料
館
／
２
月
19
日
㈯
〜
３
月
21

日
（
月
・
祝
）

但
馬

豊
岡
市
立
歴
史
博
物
館

／
４
月
29
日
（
金
・
祝
）
〜
６

月
14
日
㈫

淡
路

洲
本
市
立
淡
路
文
化
史

料
館
／
７
月
16
日
㈯
〜
８
月
21

日
㈰

播
磨

赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館

／
９
月
10
日
㈯
〜
10
月
18
日
㈫

丹
波

丹
波
市
立
柏
原
歴
史
民

俗
資
料
館
／
11
月
12
日
㈯
〜
12

月
18
日
㈰

摂
津

兵
庫
県
立
兵
庫
津
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
／
令
和
４
年
度
下
期

開
催
予
定

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
立
歴

史
博
物
館
☎
０
７
９
・
２
８
８

・
９
０
１
１

降伏文書調印に使用し た万年筆
兵庫県立歴史博物館

子

ど

も

伝
統
文
化

わ
く
わ
く
体
験
教
室

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
動
画
配
信

　
兵
庫
県
で
は
、
伝
統
文
化
を

学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
豊
か
な
心

を
育
て
、
う
る
お
い
の
あ
る
生

活
を
実
現
す
る
た
め
県
内
の
小

・
中
・
高
校
で
「
子
ど
も
伝
統

文
化
わ
く
わ
く
体
験
教
室
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
初
心
者
向
け
の

伝
統
文
化
解
説
動
画
を
新
た
に

作
成
し
ま
し
た
。
い
け
ば
な
、

茶
道
、
書
道
、
箏
、
日
本
舞
踊
、

能
の
６
分
野
の
講
師
が
、
伝
統

文
化
の
歴
史
や
作
法
、
簡
単
な

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
説
明
し
て

い
ま
す
（
各
分
野
約
15
分
）
。

伝
統
文
化
を
気
軽
に
学
び
、
生

活
に
と
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
下
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
ご
視
聴

い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
ふ
れ
あ
い
の
祭
典

第
27
回
ふ
れ
あ
い
美
術
展

　
昨
年
12
月
24
日
か
ら
26
日
の

３
日
間
に
わ
た
り
原
田
の
森
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
た
「
第
27

回
兵
庫
ふ
れ
あ
い
美
術
展
」
は
、

お
蔭
様
で
無
事
に
会
期
を
終
え

ま
し
た
。
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
展
覧
会
の
様
子

は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
ま
す
。

２
面
で
受
賞
者
を

ご
紹
介
し
て
い
ま

す
。

幅広いジャ ン ルの作品
が一堂に会し た展覧会

　
　
ふ
れ
あ
い
の
祭
典

　
　
ふ
れ
あ
い
の
祭
典

　
当
協
会
の
動
画
配
信
事
業

「
ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
動

画
配
信
事
業

　
つ
な
が
ろ
う
ア

ー
ト
！
」
の
第
３
弾
が
当
協
会

の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
配
信
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
市
野
年
成
（
陶
芸
家
）
、

（ 上から ） 令和2年度兵庫県文化賞
受賞者の市野年成氏と 時里二郎氏、
同亀高文子記念―赤艸社賞受賞者
の柴田知佳子氏の各動画のタ イ ト
ル画像

時
里
二
郎
（
詩
人
）
、
柴
田
知

佳
子
（
美
術
作
家
）
各
氏
の
動

報告

画
作
品
が
、

昨
年
度
配
信

さ
れ
た
第
1

弾
、
第
2
弾

の
作
品
と
と

も
に
ご
視
聴

い
た
だ
け
ま

す
。
左
下
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん

で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
毎
年
、
高
校
の

恩
師
か
ら
年
賀
状

を
頂
く
。
有
難
い

こ
と
に
卒
業
以

来
、
約
四
十
年
間
、

続
い
て
い
る
。
一

年
生
の
時
の
担
任

で
、
私
が
所
属
し
た
美
術
部

の
顧
問
で
も
あ
っ
た
恩
師
。

年
賀
状
は
、
毎
回
パ
ス
テ
ル

カ
ラ
ー
単
色
で
刷
ら
れ
た
風

景
画
の
版
画
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
年
賀
状
が
届
く
た

び
に
、
新
温
泉
町
諸
寄
で
の

美
術
部
夏
合
宿
を
思
い
出

す
。
部
員
は
漁
港
や
漁
船
、

自
然
を
対
象
に
三
泊
四
日
で

油
絵
を
描
く
。
昼
は
夏
の
強

い
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
二

十
号
キ
ャ
ン
パ
ス
に
向
か
っ

て
悪
戦
苦
闘
し
、
夜
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
先
生
か
ら
助
言

を
頂
く
。
先
生
は
必
ず
作
品

の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て

褒
め
て
く
れ
る
。
「
こ
の
波

は
上
手
に
描
け
て
い
る
ね
」
、

「
色
の
使
い
方
が
〇
〇
さ
ん

ら
し
く
て
良
い
ね
」
等
。
最

終
日
の
夜
は
漁
港
の
防
波
堤

に
集
ま
り
、
皆
で
歌
を
歌
う
。

満
天
の
星
の
下
、
夜
風
に
吹

か
れ
て
歌
う
の
は
気
持
ち
が

よ
い
。
遠
く
に
イ
カ
釣
り
船

の
漁
火
も
見
え
る
。
最
後
に

先
生
は
必
ず
「
あ
の
歌
を
ハ

モ
ろ
う
よ
」
と
言
う
。
岡
林

信
康
の
「
友
よ
」
だ
。

〜
♪
夜
明
け
は
近
い
♪
〜

　

　
歌
声
は
星
空
に
吸
い
込
ま

れ
て
い
く
。
ハ
モ
っ
て
い
な

い
け
れ
ど
笑
顔
に
な
る
。

　
「
一
瞬
の
美
し
い
時
間
は

永
遠
の
記
憶
と
な
る
」
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
を
誰
か
か
ら
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。
一
枚
の

絵
、
一
つ
の
歌
、
一
つ
の
言

葉
、
誰
し
も
心
の
中
で
大
切

に
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

　
恩
師
は
大
切
な
何
か
を
今

も
教
え
て
く
れ
る
。
（
Ｓ
）

S
ソ ーシャ ルネッ ト ワーキン グサービ ス

N S でも 情報発信中！

インスタグラム

フェイスブック

ツイッター

ユーチューブ

兵
庫
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
動
画
を
配
信
中
！

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
！

動画配信はこちらをチェック！

“ ひょ う ご五国”“ ひょ う ご五国”

歴史文化キャ ラ バン歴史文化キャ ラ バン

兵庫県立歴史博物館

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
県
民
・
事
業

者
・
医
療
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
第
五
波
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
感
染
再
拡
大
の
リ
ス
ク
は
続
き
ま
す
。
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
、
「
密
」
の
回
避
な
ど

基
本
的
な
感
染
対
策
の
徹
底
を
引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。
県
と
し
て
も
、
保
健
所
や
医
療
提
供
体

制
の
強
化
、
三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
な
ど
、
対
策
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

　
同
時
に
、
「
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
飲
食
、
旅
行
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
社
会
経
済
活
動
と
の
両
立
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
た
取
組
を
本
格
的
に
検
討
・
推
進
す
る
年

と
し
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
は
、
時
代
の
潮
流
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
化
や
グ
リ
ー
ン
化
の
加
速
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
、

働
き
方
、
教
育
、
医
療
・
介
護
、
地
場
産
業
や
農
業
な
ど
様
々
な
分
野
で
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
や
水
素
の
利
活
用
な
ど
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
や
、
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
、

交
流
と
日
常
生
活
を
支
え
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な
ど
、
す
べ
て
の
県
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
、
育
ち
、
働
き
、
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
、
だ
れ
も
取
り
残
さ
な
い
兵
庫
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
ベ
イ
エ
リ
ア
の
活
性
化
に
も
本
腰
を
入
れ
ま
す
。
二
〇
二
五
年
大

阪
・
関
西
万
博
は
、
兵
庫
に
人
・
モ
ノ
・
投
資
を
呼
び
込
む
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
更
な
る
発
展

の
起
爆
剤
と
す
べ
く
、
ベ
イ
エ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
起
動
、
万
博
の
来
場
者
を
県
内
各
地
へ
誘
う

フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ビ
リ
オ
ン
の
具
体
化
な
ど
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
取
組
は
行
政
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
間
と
の
連
携
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
私
自
身
が
県
内
各
地
で
地
域
の
皆
さ
ん
と
対
話
を
重

ね
、
地
域
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
新
た
な
施
策
に
繋
げ
て
い
く
県
民
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
県
政
を
推
進
し

ま
す
。

　
「
躍
動
す
る
兵
庫
」
の
実
現
に
向
け
、
飛
躍
の
一
年
と
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 兵

庫
県
知
事

（
公
財
）兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
会
長

躍
動
す
る
兵
庫

躍
動
す
る
兵
庫
、、
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
未
来
へ

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
未
来
へ

つ
な
が
ろ
う
ア
ー
ト
！

つ
な
が
ろ
う
ア
ー
ト
！ 

ひ
ょ
う
ご
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
動
画

ひ
ょ
う
ご
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
動
画

第第
３３
弾
の
配
信
ス
タ
ー
ト

弾
の
配
信
ス
タ
ー
ト

http://hyogo-arts.or.jp
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2
　
月

　

Ｖ
ｏ
ｌ
.

44

和
田

友
紀
菜

　
ソ
プ
ラ
ノ

リ
サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
２
月
25
日
㈮
19
時

【
出
演
】
ソ
プ
ラ
ノ
／
和
田

友
紀
菜
、
ピ
ア
ノ
／
榎
本
優

人和
田
友
紀
菜
=
明
石
市
出
身
。

兵
庫
県
立
西
宮
高
等
学
校
音

楽
科
卒
業
、
東
京
藝
術
大
学

音
楽
学
部
声
楽
科
卒
業
、
同

大
学
院
修
士
課
程
音
楽
研
究

１
番
「
雨
の
歌
」
ト
長
調

作

品
78
、
バ
ル
ト
ー
ク
／
ラ
プ

ソ
デ
ィ
ー

第
１
番 B

b
.9

4
a
 

ほ
か

【
入
場
料
】
２
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
山
根
裕
子

（
真
生
流
）

◇
◆
◇

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
兵
庫
県
民
会

館
１
階
フ
ロ
ン
ト
で
購
入
い

た
だ
け
ま
す
。
当
協
会
友
の

会
会
員
は
入
場
料
が
１
割
引

に
な
り
ま
す
。
購
入
時
に
会

員
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

大
学
生
以
下
１
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
伊
藤
洸
明

（
御
室
流
）

  

3
　
月

　

Ｖ
ｏ
ｌ
.

45

中
嶋

弥
生

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
リ
サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
３
月
11
日
㈮
18
時

30
分

【
出
演
】
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／

中
嶋
弥
生
、
ピ
ア
ノ
／
山
中

歩
夢

中
嶋
弥
生
=
芦
屋
市
出
身
。

京
都
市
立
芸
術
大
学
院
を
経

て
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
リ
ス
ト

音
楽
院
（
政
府
奨
学
生
）
を
最

優
秀
で
修
了
。
バ
ル
ト
ー
ク

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
賞
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
市
立z

u
g
lo

i

管

弦
楽
団
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

奏
者
を
経
て
２
０
１
８
年
帰

国
。
現
在
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
教

室
を
主
宰
し
な
が
ら
国
内
外

で
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

【
予
定
曲
目
】
ブ
ラ
ー
ム
ス

／
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ

第

  

１
　
月

　

Ｖ
ｏ
ｌ
.

43

野
村

茉
由

　
フ
ル
ー
ト
リ

サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
１
月
７
日
㈮
19
時

【
出
演
】
フ
ル
ー
ト
／
野
村

茉
由
、
ピ
ア
ノ
／
秋
元
孝
介

【
予
定
曲
目
】
プ
ー
ラ
ン
ク

／
フ
ル
ー
ト
ソ
ナ
タ
、
ゴ
ダ

ー
ル
／
３
つ
の
小
品
に
よ
る

組
曲

作
品
１
１
６

ほ
か

【
入
場
料
】
一
般
３
０
０
０

円
、
学
生
１
５
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
米
田
さ
ち
圃

（
未
生
流
︿
庵
家
﹀
）

兵庫ふれあい美術展兵庫ふれあい美術展

鈴懸の径絵画展（ 小サイズの日本画・

洋画作品展）と 統合し 開催

中嶋 弥生

科
声
楽
（
独
唱
）
専
攻
修
了
。

第
43
回
イ
タ
リ
ア
声
楽
コ
ン

コ
ル
ソ
入
選
。
第
34
回
ア
ゼ

リ
ア
推
薦
新
人
演
奏
会
奨
励

賞
を
受
賞
。
西
宮
音
楽
協
会

会
員
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ロ

ッ
ト
メ
ン
バ
ー
。

【
予
定
曲
目
】
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
／
モ
テ
ッ
ト
「
踊
れ
、
喜

べ
、
幸
い
な
る
魂
よ
」
、
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
／
ま
す
、
野
薔

薇

ほ
か

【
入
場
料
】
一
般
２
０
０
０
円
、

ヘルシー豆腐ハンバーグ弁当
　 1000円（ 税込み）

兵庫県民会館けんみんホールで開催

～新進芸術家に発表の場を!! ～

新進芸術家育成プロジェクト新進芸術家育成プロジェクト

リ サイタ ルシリ ーズリ サイタ ルシリ ーズ

和田 友紀菜

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

２
月

和
田
友
紀
菜
・
３

月

中
嶋
弥
生
の
チ
ケ
ッ

ト
を
3
組
6
人
に
。

会
員
特
典

友
の
会
会
員
を
2
月
・

３
月
の
各
公
演
に
ご
招

待
。
各
５
組
１0
人
に
。

☆
い
ず
れ
も
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
応
募

方
法
は
本
紙
３
面
。
２

月
公
演
は
１
月
20
日
㈭
、

３
月
公
演
は
２
月
１5
日

㈫
必
着

文化振興部

（
公
財
）
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

〒
6
5
0
︲
0
0
1
1
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
4
︲
16
︲
3

お申し 込み
お問い合わせは

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２

　
０
７
８
・
３
２
１
・
２
１
３
９

FAXs
in

k
o
u
b
u
@

h
y
o
g
o
-a

rts
.o

r.jp

メ ール

https://hyogo-arts.or.jp

　
兵
庫
県
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
美
術
愛
好
家
に
よ
る
日

本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、

書
、
写
真
に
鈴
懸
の
径
絵
画

（
テ
ー
マ
あ
り
）
部
門
を
加

え
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作

品
を
一
堂
に
展
示
す
る
「
兵

庫
ふ
れ
あ
い
美
術
展
」
が
12

月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
兵
庫

県
立
美
術
館
王
子
分
館
「
原

田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
域
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
４
４
０
点
の
作
品
か
ら

61
点
の
受
賞
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

︻
受
賞
者
︵
敬
称
略
︶
︼

▼
兵
庫
県
知
事
賞
=
日
本
画

／
髙
橋
義
美
、
洋
画
／
岩
佐

盾
香
、
工
芸
／
野
村
由
美
、

書
／
尾
中
梨
瑛
、
写
真
／
市

嶋
久
資

▼
兵
庫
県
日
本
画
家
連
盟
賞

懸
の
径
絵
画
／
三
宅
得
司
▼

毎
日
新
聞
社
賞
=
鈴
懸
の
径

絵
画
／
大
谷
顕
治
▼
読
売
新

聞
社
賞
=
洋
画
／
有
馬
真
美

子
▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
賞

=
洋
画
／
椿
野
聖
梨
▼
サ
ン

テ
レ
ビ
賞
=
洋
画
／
片
山
保

幸
▼
ラ
ジ
オ
関
西
賞
=
洋
画

／
野
田
勝
彦

▼
ほ
か
佳
作
30
点

＊
掲
載
写
真
は
兵
庫
県
知
事

賞
と
鈴
懸
の
径
絵
画
賞
の
受

賞
作
品
で
す
。

協
会
賞
=
書
／
伊
藤
慎

▼
兵
庫
県
写
真
作
家
協

会
賞
=
写
真
／
久
留
米

敏
仁

▼
兵
庫
県
議
会
議
長
賞

=
日
本
画
／
松
本
洋
子
、

洋
画
／
和
比
古
（
平
尾

俊
一
）
、
工
芸
／
楢
林

真
知
子
、
書
／
南
場
扇

月
、
写
真
／
上
村
隆
夫

▼
兵
庫
県
教
育
委
員
会

賞
=
日
本
画
／
石
丸
孝

二
、
洋
画
／
直
島
優
子
、
書

／
平
岡
か
ね
子
、
写
真
／
寺

尾
昭
男

▼
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
賞

=
洋
画
／
髙
田
征
子
、
書
／
笹

辺
春
苑
、
写
真
／
谷
垣
英
彦

▼
鈴
懸
の
径
絵
画
賞
=
中
川

洋
一

▼
朝
日
新
聞
社
賞
=
写
真
／

三
軒
正
嗣
▼
神
戸
新
聞
社
賞

=
鈴
懸
の
径
絵
画
／
樋
口
し

げ
り
▼
産
経
新
聞
社
賞
=
鈴

「 葺き替え」 野村由美（ 工芸）

ふれあいの祭典

=
日
本
画
／
藤
原

靖
代
▼
兵
庫
県
美

術
家
同
盟
賞
=
洋

画
／
中
川
美
子
▼

兵
庫
県
工
芸
美
術

作
家
協
会
賞
=
工

芸
／
不
動
千
代
美

▼
兵
庫
県
書
作
家

「 止め処ない呟き」
岩佐盾香（ 洋画）

「 家族っていいね」 市嶋久資（ 写真）

野村 茉由

　
ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

サ
ロ
ン
は
、
兵
庫
県
下
で
芸

術
文
化
活
動
を
さ
れ
て
い
る

新
進
・
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
な
ど
を
応
援
す
る
目
的

で
、
平
成
18
年
６
月
に
誕
生

し
、
こ
れ
ま
で
に
32
名
と
１

団
体
を
顕
彰
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
28
年
に

開
催
し
た
10
周
年
記
念
展
に

引
き
続
き
、
平
成
28
年
度
か

ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
５
年

間
の
美
術
分
野
受
賞
者
に
よ

る
作
品
展
「
ひ
ょ
う
ご
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
サ
ロ
ン
賞
受
賞
者

記
念
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
会
期
】
２
月
２
日
㈬
〜
６

日
㈰
（
5
日
間
）

【
開
館
時
間
】
10
時
〜
17
時

（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

【
観
覧
料
】
無
料

【
出
品
者
】
池
永
碧
濤
（
書

道
／
平
成
28
年
度
受
賞
・
協

力
者
部
門
）
、
片
山
光
波
（
洋

画
／
平
成
29
年
度
受
賞
・
協

力
者
部
門
）
、
二
木
泰
生
（
彫

刻
／
平
成
30
年
度
受
賞
・
協

力
者
部
門
）
、
柳
原
香
（
写

真
／
令
和
元
年
度
受
賞
・
協

力
者
部
門
）
、
島
田
直
季
（
日

本
画
／
令
和
２
年
度
受
賞
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
部
門
）

【
場
所
】
兵
庫
県
民
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
階
特
別
展
示

室
（
兵
庫
県
民
会
館
）

【
問
い
合
わ
せ
】
ひ
ょ
う
ご

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ
ロ
ン
☎

 

０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
５

新
進
・
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
の
育
成
・
支
援
事
業

ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ
ロ
ン
賞

第
２
回
受
賞
者
記
念
展

ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ
ロ
ン
開
設
15
周
年
記
念

し
ま
し
た
。

平
成
22
年
に

は
開
設
５
周

年
を
記
念
し

て
「
ひ
ょ
う

ご
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
サ
ロ
ン

賞
」
を
創
設

書
の
美

〜
新
た
な
学
び
〜

第第
2121
回回

一
先
会
書
展

一
先
会
書
展

令和令和 44 年年 11 月月1414日㈮日㈮ ～～ 1616日㈰日㈰

10： 00 ～ 17： 0010： 00 ～ 17： 00（ 最終日は16： 00まで）（ 最終日は16： 00まで）

兵庫県立美術館王子分館　 原田の森ギャ ラ リ ー兵庫県立美術館王子分館　 原田の森ギャ ラ リ ー

深山龍洞師、 他約300点を 出品いたし ます。深山龍洞師、 他約300点を 出品いたし ます。

何卒ご高覧の上、 ご指導賜り ますよう何卒ご高覧の上、 ご指導賜り ますよう

ご案内申し 上げます。ご案内申し 上げます。

主催： 一先会　 理事長： 横山煌平主催： 一先会　 理事長： 横山煌平

後援　後援　 兵庫県・ 兵庫県議会・ 兵庫県教育委員会・兵庫県・ 兵庫県議会・ 兵庫県教育委員会・
（ 公財）兵庫県芸術文化協会・ 神戸市・ 神戸市議会・（ 公財）兵庫県芸術文化協会・ 神戸市・ 神戸市議会・

神戸市教育委員会・ 神戸新聞社・ 読売新聞神戸総局・神戸市教育委員会・ 神戸新聞社・ 読売新聞神戸総局・
サンテレ ビジョ ンサンテレ ビジョ ン

併催： 第19回全国学生書道展併催： 第19回全国学生書道展

友の会特典施設

　 　 兵庫県民会館内
　 　 　 　 Cafe`   はぁとす。

のご紹介

C
a
fé

は
ぁ
と
す
。
で
は
、

自
社
農
園
（
淡
路
島
）
の
無

農
薬
野
菜
や
兵
庫
県
で
獲
れ

た
新
鮮
な
魚
介
類
を
使
っ
た

お
弁
当
の
販
売
も
行
っ
て
い

ま
す
。
栄
養
士
が
考
え
た
「
ヘ

ル
シ
ー
豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
弁

当
」
は
人
気
商
品
で
新
春
の

お
集
り
や
各
種
会
合
等
で
是

非
、
ご
利
用
下
さ
い
。

　
友
の
会
会
員
証
の
ご
提
示

で
お
弁
当
以
外
の
通
常
メ

ニ
ュ
ー
は
50
円
引
き
と
な
り

ま
す
。

営業時間
平日 1 1： 00～16： 00 土日祝 9： 00～17： 00

☎ 078-335-0335

﹁
お
と
う
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
﹂

高
橋
義
美
（
日
本
画
）

﹁
玉
楼
春
﹂
尾
中
梨
瑛
（
書
）

﹁
ふ
る
さ
と
住
吉
川
﹂

中
川
洋
一（
鈴
懸
の
径
絵
画
）

https://hyogo-arts.or.jp


㊐＝開催日、 ㊡＝休館日
○時 ＝開館時間、 ○料＝入場（ 館）料金
○内 ＝内容、 出＝出演者・ 団体
○場 ＝会場、 問＝問い合わせ先

兵庫県民アート ギャラリー
☎078・ 321・ 2131

物 情 報
イ ベント ガイ ド

催
☆ 記事中の「 友の会会員」は兵庫県芸術文化協会友の会会員。

割引は原則とし て本人のみ適用。

但馬但馬

丹波丹波

阪神北阪神北

阪神南阪神南

中播磨中播磨

淡路淡路

西播磨西播磨

東播磨東播磨

北播磨北播磨

神戸神戸

①希望プレゼント 名②希望枚数（ 2枚まで）
③〒住所④氏名⑤電話番号⑥友の会会員
の方は会員番号⑦メ ッ セージを明記し 、 ハ
ガキかFA Xで送付。

＊応募締切後に抽選。 当選者の発表は、 発送
をもってかえさ せていただきます。

＊応募者の個人情報の取り 扱いについては（ 公財）兵

庫県芸術文化協会で厳重に管理し 、 プレゼント の発

送・ 関連するお問い合わせのみに利用いたし ます。

プレゼント のご応募について 〒650－0011 神戸市中央区下山手通4－16－3

（ 公財）兵庫県芸術文化協会「 すずかけ」係

FA X  0 7 8 -3 2 1 -2 1 3 9

毎月 1 回 1 日発行すずかけ・ １月号⑶　 令和４ 年１ 月１ 日

ひょう ごアーティ スト サロン
☎078・ 321・ 2005

■横尾忠則の恐怖の館
㊐2月27日㈰ま で ◯時10時～18時、 入場
は17時30分ま で ㊡月曜日(た だ し 祝日
の場合は翌平日)、 12月31日～1月1日
◯料一般700円(友の会会員は550円)、 大
学生550円、 70歳以上350円、 高校生以
下無料※予約優先制◯内 1月15日㈯オー
プン スタ ジオで担当学芸員によ る キュ
レ ータ ーズ・ ト ーク を 開催し ます（ 先
着30名）。
◆オープン スタ ジオ・ コ ン サート

〈 1階〉 華麗なる ニュ ーイ ヤーコ ン サー
ト ㊐1月16日㈰14時◯料 無料(先着50名、
定員になり 次第締め切り )出マリ ン バ/
間瀬尚美、 島田菜摘、 コ イ チェ フ ・ イ
ヴァ イ ロ 、 フ ルート ／深江亮太、 テノ
ール／榎本てる あき ◯内 乾杯、 アヴェ ・
マ リ ア、 グラ ナダ、 帰れソ レ ン ト へ、
アン ダーソ ン メ ド レ ー ほか

神　 　 　 　 　 戸

第18回 佐伯紀久子之会「 別会能」
㊐2月23日(水・ 祝)◯時13時 ◯料 一 般

10000円(当日指定席)、 学生3500円(学
生席)◯内 出仕舞/「 難波」井上裕久、「 網
之段」藤井完治、「 邯鄲」上田貴弘、「 春
日龍神」 吉井基晴、「 景清」 観世清和、
能/「 檜垣」 佐伯紀久子◯場 湊川神社神
能 殿 問 ☎ 078・ 731・ 2727(佐 伯)★5組
10人に。 14日㈮必着

阪 神 南・ 北

第84回企画展 中原淳一展～現代
にも 響く ” 美” のメ ッ セージ～

㊐2月23日(水・ 祝)ま で ◯時9時30分～17
時、 入館は16時30分まで㊡水曜日(2月
23日は開館)◯料 大人700円、 高中生300
円、 小学生100円◯内 戦前、 雑誌『 少女
の友』 の人気画家と し て一世を 風靡し
た中原淳一。 終戦直後の1946年には自
ら が編集者と なっ て女性誌『 それいゆ』
を 創刊。 戦後の荒廃の中で夢を 忘れた
女性たち に、 フ ァ ッ ショ ン だけではな
く ラ イ フ スタ イ ル、 心の持ち 方まで幅
広い分野から 「 常に美し く あれ」 と の
メ ッ セージを 発信し 続けまし た。 本展
では、 中原氏が伝えたかっ たメ ッ セー
ジを様々なカテゴリ ーから 紹介し ます。

◯場 問宝塚市立手塚治虫記念館☎ 0797・
81・ 2970★5組10人に。 14日㈮必着

東・ 北 播 磨

■「 子午線上のアート 」 展
㊐3月21日(月・ 祝） まで◯時10時～17時、
入館は16時30分ま で ㊡月曜日(た だ し
祝日の場合は翌平日)、 12月29日～1月
3日、 祝日の翌日◯料 大人300円、 65歳以
上250円、 大高生200円、 中小生100円
◯内 「 子午線のまち 」 を テーマに、 東経
135度線上に位置する 西脇市と 明石市
にゆかり のある 作家の作品を 展示し ま
す。 西脇市から は「 日本のへそ」 シン
ボルマーク を デザイ ン し たイ ラ スト レ
ータ ー・ 吉田稔美さ んの遠近法と 被写
界深度を 利用し たユニーク で不思議な
ピ ープ シ ョ ー ( のぞき から く り )の作

主催者等の都合によ り 掲載内容が変更
さ れる 場合がございます。 お出かけの
際には各施設等へご確認く ださ い。

■第36回私学教員美術展〈 1階〉 ㊐1月
28日㈮～30日㈰◯時10時～17時、 最終日
は～16時◯料 無料◯内 日本画、 洋画、 工芸
等約30点
■第60回兵庫県私学総連合美術展〈 2
階〉 ㊐1月28日㈮～30日㈰◯時10時～17
時、 最終日は～16時◯料 無料◯内 日本画、
洋画、 工芸、 デザイ ン 約250点

■兵庫県民会館ロ ビ ーコ ン サート
〈 1階ロ ビ ー〉 今西真理マリ ン バコ ン サ
ート ㊐1月8日㈯14時◯料 無料出マリ ン バ
/今西真理、 草木里早＊いけばな/米田
さ ち 圃( 兵庫県い け ばな 協会/未生流

〈 庵家〉 )
■兵庫県書作家協会選抜展

〈 1階サロ ン 内〉 ㊐1月31日㈪ま で ◯時10
時～17時、 最終日は～16時㊡水・ 日曜
日、 12月29日～1月3日◯料 無料◯内 兵庫県
書作家協会会員6人の展示

原田の森ギャ ラリ ー
☎078・ 801・ 1591

■西陣美術織　 伊藤若冲展〈 東館1階〉
㊐1月4日㈫～10日(月・ 祝)◯時10時～17
時、 初日は12時～、 最終日は～16時◯料

無料◯内 織物の絵約70点
■第29回暁展〈 本館1・ 2階〉 ㊐1月8日
㈯～9日㈰◯時10時～17時、 最終日は～
15時◯料 無料◯内 書約1000点
■第21回一先会書展 併催 第19回全国
学生書道展〈 本館1・ 2階、 東館1階〉
㊐1月14日 ㈮ ～16日 ㈰ ◯時10時 ～17時、
最終日は～16時◯料 無料◯内 書約1000点
■ビ エ ン ナーレ 武蔵美 H Y OG O2021

〈 本館1階〉 ㊐1月19日㈬～23日㈰◯時10
時～18時、 最終日は～16時◯料 無料◯内 洋
画、 写真、 工芸、 デザイ ン 、 彫刻、 建
築約60点
■こ う べ陶芸教室作陶展〈 東館1階〉
㊐1月19日㈬～23日㈰◯時10時～17時30
分、 最終日は～16時◯料 無料◯内 陶芸約
200点
■第50回関西三余会 美し いかな 書展

〈 本館2階〉 ㊐1月21日㈮～23日㈰◯時10
時～17時、 最終日は～16時◯料 無料◯内 書
約300点
■2022 第23回神戸市立六甲ア イ ラ ン
ド 高等学校 芸術系美術デザイ ン コ ー
ス展〈 本館1階〉 ㊐1月25日㈫～30日㈰
◯時10時～18時、 初日は13時～、 最終日
は～16時◯料 無料◯内 洋画、 写真、 工芸、
デザイ ン 、 彫塑約150点
■第4回五国の魅力 学生交流書道展

〈 東館1階〉 ㊐1月28日㈮～30日㈰◯時10
時～16時、 最終日は～15時30分◯料 無料
◯内 書約350点
■第12回全国学生防災書道展〈 東館2
階〉 ㊐1月28日㈮～30日㈰◯時10時～16
時、 最終日は～15時30分◯料 無料◯内 書約
650点
■第5回こ う べ障がい者芸術フ ェ ス タ  
H U G + 展2021〈 本館2階〉 ㊐1月29日㈯
～2月5日㈰◯時10時30分～17時、 初日は
13時～、 最終日は～14時◯料 無料◯内 書、
洋画、 写真、 工芸、 デザイ ン 、 その他
約500点
■丹南精明園　 作品展〈 本館障害者ア
ート ギャ ラ リ ー〉 ㊐1月6日㈭～3月31
日㈭◯時10時～18時、 最終日は～12時◯料

無料◯内 書、 洋画約15点

横尾忠則現代美術館
☎078・ 855・ 5607

兵庫県民アート ギャラリー
☎078・ 321・ 2131

㊐1月15日 ㈯ ～3月13日 ㈰ ◯時10時 ～17
時、 入館は16時30分まで㊡月曜日◯料 一
般600円、 大高生300円、 中小生150円
◯内 丹波を 訪れた4人の近代日本画の巨
匠・ 幸野楳嶺、 小川芋銭、 富岡鉄斎、
大橋翠石の展覧会。 豊かな穀倉地域で
ある 丹波の地を 訪れた画家たち のエピ
ソ ード を 、 彼ら が丹波市に残し た作品
を 通し て紹介し ます。 ◯場 問丹波市立植
野記念美術館☎ 0795・ 82・ 5945

淡　 　 　 　 　 路

■開館30周年記念 松帆銅鐸展示室企
画展「 銅鏡オリ ン ピ ッ ク 」 展
㊐3月13日㈰まで◯時9時～17時、 入館は
16時30分ま で ㊡月曜日( ただし 祝日の
場合は翌平日)、 12月27日～1月3日◯料

大人300円(友の会会員は270円)、 大高
生200円、中小生100円◯内 東アジアでは、
日本で 青銅器文化が始ま る はる か以
前、 紀元前三千年紀後半に青銅器が出
現し ます。 その中で鏡は紀元前二千年
頃の黄河上流域の斉家文化に始ま り 、
その後、 金メ ッ キ( 鍍金)や銀板を 嵌め
込んだ(貼銀)鏡も 生み出さ れます。 本
展では、 戦国時代から 唐にかけての古
代中国鏡を 展示し ます。 金銀を あし ら
っ た眩い銅鏡があたかも メ ダルのよ う
に輝き を 放ち 、 当館にてその美し さ を
競い合います。 ◯場 問南あわじ 市滝川記
念美術館 玉青館☎ 0799・ 36・ 2314

県　 　 　 外（ 京都）

ト ラ 時々ネコ  干支(エト )セト ラ
㊐前期1月29日㈯～3月7日㈪、 後

期3月9日㈬～4月10日㈰※会期中、 一部
展示替えあり 。 ◯時10時～17時、 入館は
16時30分ま で ㊡火曜日◯料 一般1300円、
高校生700円、 中小生400円◯内 今年の干
支・ 寅にち なんだ展覧会。 ト ラ の生息
し ていない日本、 江戸時代の画家たち
が参考にし たのは中国などから 輸入さ
れた毛皮や絵画、 ネコ でし た。 そのた
め、 不自然な姿を し ていたり 、 ネコ の
よ う なト ラ “ ネコ ト ラ ” がたく さ ん描
かれまし た。 明治時代に入っ てト ラ が

円山応挙「 虎図」
福田美術館蔵（ 前期）

『 それいゆ』第37号 春号表紙絵原画（ 1956年）

品を 、 明石市から は明石の風物や、 子
午線上に建つ明石市立天文科学館の時
計塔を 描く 画家・ 三浦信男さ んの絵画
を 紹介し ます。 ◯場 問西脇市岡之山美術
館☎ 0795・ 23・ 6223

中・ 西 播 磨

■新春特別展「 創立50年記念 '21日本
のガラ ス展」 巡回展
㊐1月6日㈭～3月6日㈰◯時10時～17時､
入館は16時30分まで㊡月曜日( 1月10日
は開館) ､ 1月11日㈫､ 2月24日㈬◯料 一
般310円､ 大高生210円､ 中小生50円◯内

日本ガラ ス工芸協会の創立50年を 記念
し て開催する 展覧会｡ 現会員のう ち 77
人の最新作と ､ 日本ガラ スアート 界に
大き な足跡を 残し た先達15人の作品を
併せて展示｡ 約90点｡ ◯場 問姫路市書写
の里 ･ 美術工芸館☎ 079 ･ 267 ･ 0301

但　 　 　 　 　 馬

■第12回特別展「 錦絵の世界」
㊐1月21日㈮～4月26日㈫◯時 9時～17時、
入館は16時30分ま で ㊡水曜日(た だ し
祝日の場合は翌平日)◯料 大人500円、 大
高生300円、 中小生250円◯内 当館所蔵の
多彩な錦絵を 展示する こ と で、 江戸～
明治時代の人々の生き 生き と し た暮ら
し と 文化を 紹介し ます。 ◯場 問豊岡市立
歴史博物館－但馬国府・ 国分寺館－☎ 
0796・ 42・ 6111

丹　 　 　 　 　 波

■冬期特別展「 パレ オ・ ハペ展～太古
の両生爬虫類たち ～」
㊐3月6日㈰まで◯時10時～16時、 入館は
15時30分まで㊡月曜日(ただし 祝日の場
合は翌平日)、 12月29日～1月3日◯料 大人
210円、 小中学生100円◯内 パレ オ(＝古
い)・ ハ ペ(＝ 両 生 爬 虫 類 学
(Herpetology)の略語)と は、 カ エ ル類
やト カ ゲ類の化石を 研究する 学問のこ
と で す。 丹波地域に広がる 約1億1000
万年前の地層は、 新種のト カ ゲ類やカ
エル類の化石がたく さ ん見つかる 世界
有数の両生爬虫類化石産地です。 本展
では、 恐竜たち の影にひそんでいた太
古のち いさ なモン スタ ーたち の世界を
紹介し ます。 ◯場 問丹波市立丹波竜化石
工房「 ち ー た ん の館」 ☎ 0795・ 77・
1887

■寅年・ 新春記念展－丹波を 訪れた四
人の巨匠たち －

JGAA 賞作品「 ケト ル」新倉晴比古（ 202１年） 
個人蔵　 撮影： 松井良浩

シモスクス復元図 © 雨宮ひかる

動物園で飼育
さ れ始める と
写実的なト ラ
が描かれる よ
う になり ます。
本展では、 江
戸時代に活躍
し た画家・ 与
謝蕪村、 円山
応挙から 、 明
治から 昭和に
かけて活躍し
た 竹内 栖鳳、
大橋翠石など
が描く 虎の絵
を 主役に、 ほ
かの干支の動
物を 描いた作
品などを 展示
し ます。 ◯場 問
福田美術館☎ 
07 5 ・ 8 63 ・
0606★5組10
人に。 14日㈮
必着

© JUNICH I NAKAHARA/HIMAW ARIYA

大橋翠石 ≪猛虎図≫ 個人蔵

楊洲周延「 徳川時代貴婦人の図」
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ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
４
０
０
０

円
、
Ｂ
席
３
０
０
０
円
、
Ｃ

席
２
０
０
０
円
、
Ｄ
席
１
０

０
０
円
（
全
席
指
定
）

可
能

【
応
募
資
格
】
原
則
と
し
て

18
〜
40
歳
ま
で
の
健
康
な
人

（
右
記
年
齢
以
外
で
も
教
員

や
文
化
活
動
を
し
て
い
る
人

は
可
）

【
募
集
人
数
】
30
名

【
年
間
授
業
料
（
３
期
分
納
）
】

１
０
０
０
０
０
円

【
授
業
】
原
則
毎
週
２
回
（
水

曜
・
金
曜
）
、
18
時
40
分
〜

20
時
40
分

  
ピ
ッ
コ
ロ
演
劇
学
校
・
舞
台
技
術
学
校

  

令
和
４
年
度
生
募
集

　
４
月
開
講
（
１
年
間
）

　
日
本
を
代
表
す
る
劇
作
家

・
演
出
家
・
俳
優
、
現
役
で

活
躍
す
る
舞
台
技
術
者
を
講

師
に
む
か
え
、
演
劇
や
舞
台

づ
く
り
の
基
礎
か
ら
実
践
ま

で
、
一
年
間
か
け
て
学
べ
る

学
校
で
す
。
夜
間
開
講
、
そ

し
て
公
立
な
ら
で
は
の
授
業

料
に
よ
り
社
会
人
・
学
生
で

も
無
理
な
く
通
え
ま
す
。

ピ
ッ
コ
ロ
演
劇
学
校

■
初
心
者
で
も
よ
く
わ
か

る
、
座
学
＆
実
技
と
も
充
実

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■
半
期
ご
と
に
発
表
会
・
公

演
を
実
施

■
「
劇
場
が
教
室
」
と
い
う

最
高
の
メ
リ
ッ
ト

■
舞
台
技
術
学
校
の
授
業
も

聴
講
可
能

【
応
募
資
格
】
原
則
と
し
て

18
〜
35
歳
ま
で
の
健
康
な
人

（
右
記
年
齢
以
外
で
も
教
員

や
文
化
活
動
を
し
て
い
る
人

は
可
）

【
募
集
人
数
】
本
科
40
名

（
研
究
科
20
名
※
経
験
者
対

象
）

【
年
間
授
業
料
（
３
期
分
納
）
】

本
科
１
２
０
０
０
０
円
、

研
究
科
１
３
２
０
０
０
円

【
授
業
】
原
則
毎
週
２
回
（
火

曜
・
木
曜
）
、
18
時
40
分
〜

20
時
40
分

桂 米團治

チケッ ト を 購入さ れる お客様へ

新型コロナウイルス感染防止対策にご理解と
ご協力をお願いいたします。 
※マスクを着用されていない方はご入場でき

ません（ マウスシールド 不可）。 
※平熱より1℃以上、もしく は37.5℃以上の発熱

がある方は入場をお断りさせていただきます。 
※座席は、業種別ガイドラインに基づき、隣席を

空けない配席で販売します。
※来場者情報を把握するため、 芸術文化セ

ンターでのチケット のご購入は芸術文化セ
ンタ ー先行予約会員の登録（ 無料） が必
要です。  お一人様 2 枚までとさ せていた
だきます。

※掲載の情報は、やむを得ない事情により、
中止・ 変更になる場合がございます。最新
の情報につきまし ては、当センターウェ ブ
サイト 等をご確認く ださい。

※公演が中止・ 延期になった場合、購入者の方
には、先行予約会員に登録されているメール
アドレスに、メールでお知らせいたします。

月亭 八方

月亭 方正

け
し
ま
す
。

【
曲
目
】
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

／
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ 

第
17

番
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」
、
シ
ョ

パ
ン
／
バ
ラ
ー
ド 

第
１
番
、

リ
ス
ト
／
ダ
ン
テ
を
読
ん

で
、
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
／
組

曲
「
展
覧
会
の
絵
」

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
仲
道
郁
代

【
日
時
】
５
月
22
日
㈰
14
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
大

ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
３
０
０
０

円
、
Ｂ
席
１
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

井上 道義

服部 百音

佐渡 裕

Ⓒ飯島隆Ⓒ飯島隆

仲道  郁代

ピ
ッ
コ
ロ
舞
台
技
術
学
校

■
基
礎
か
ら
本
番
ま
で
、
イ

チ
か
ら
学
べ
る
丁
寧
な
講
義

■
実
践
重
視
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム■
プ
ロ
と
し
て
活
躍
す
る
卒

業
生
も
多
数

■
演
劇
学
校
の
授
業
も
聴
講

舞台技術学校

【
両
校
・
募
集
受
付
開
始
】

１
月
16
日
㈰

【
両
校
・
募
集
締
切
】
前
期

／
３
月
15
日
㈫
、
後
期
／
４

月
６
日
㈬

願
書
は
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
令
和
４
年
度
の
定
員
・
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
等
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
よ
っ
て
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

   

仲
道 

郁
代

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
〜
知
の
泉

8
日
㈯
発
売

ラスロ・ クティ

Ⓒ高木ゆり こⒸ高木ゆり こ

Ⓒ C h ih ok o  Is h iiⒸ C h ih o k o  Is h ii

フ
ー
ガ
と
リ
フ
ス
」
、
師
の

得
意
レ
パ
ー
ト
リ
ー
、
シ
ョ

ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
交
響
曲

第
５
番
を
演
奏
し
ま
す
。

【
曲
目
】
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
／

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
協
奏
曲
、
バ

ー
ン
ス
タ
イ
ン
／
プ
レ
リ
ュ

ー
ド
、
フ
ー
ガ
と
リ
フ
ス
、

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
／
交

響
曲 

第
５
番

【
出
演
】
指
揮
・
芸
術
監
督

／
佐
渡 

裕
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
／
ラ
ス
ロ
・
ク
テ
ィ
、
管

弦
楽
／
兵
庫
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
管
弦
楽
団

【
日
時
】
５
月
13
日
㈮
、
14

日
㈯
、
15
日
㈰
各
日
15
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
４
０
０
０

円
、
Ｂ
席
３
０
０
０
円
、
Ｃ

席
２
０
０
０
円
、
Ｄ
席
１
０

０
０
円
（
全
席
指
定
）

督
の
師
匠
、
バ
ー
ン
ス
タ
イ

ン
の
傑
作
「
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
、

　
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
曲
揃

い
の
本
公
演
。
佐
渡
芸
術
監

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団 

第
1
3
3
回
定
期
演
奏
会

佐
渡
裕 

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
５
番

 
 

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団 

第
1
3
4
回
定
期
演
奏
会

下
野 

竜
也 

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

プラメナ・ マンゴーヴァ

ⒸM a rco  Borg g rev eⒸM a rco  Borg g rev e

下野 竜也

Ⓒ飯島隆Ⓒ飯島隆

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

【
体
験
入
学
】

１
月
16
日
㈰
14
時
〜
16

時
30
分

　
大
ホ
ー
ル

参
加
無
料
・
要
申
込
（
原

則
高
校
生
以
上
・
定
員
有
）

未
経
験
で
も
安
心
！ 
劇
表

現
の
授
業
を
体
験
。
学
校

説
明
会
も
開
催
し
ま
す
。



毎月 1 回 1 日発行すずかけ・ 1 月号⑸　 令和 4 年 1 月 1 日

【 後 援】（ 公財）兵庫県芸術文化協会
兵庫県書作家協会
神戸新聞社・ 読売新聞社
神戸笹波会

第
五
十
回

　関
西
三
余
会

テ
ー
マ --

白
の
い
ぶ
き

白
の
い
ぶ
き--

1月2 1日㈮〜2 3日㈰
ＡＭ10： 00〜ＰＭ5： 00　（最終日はＰＭ4： 00まで）

会期会期

兵庫県立美術館
原田の森ギャラリー　

　 本館2階大展示室

会場会場

私たちは「 日本の書道文化」 の
ユネスコ 無形文化遺産登録を
応援し ています。

第289回

　 みなさ まのご意見、 ご感想をお寄せ
く ださ い。（ なお、ご趣旨に沿っ て、文章
を修正さ せていただく こと があり ます）
★ 〒650-0011 神戸市中央区下山手通

4-16-3（ 公財) 兵庫県芸術文化協会
「 すずかけ」 係へ。

FAX、 eメ ール可★FAX078·321·2139
eメ ール：  sinkoubu@ hyogo-arts.or.jp

◆
「
す
ず
か
け
」
12
月
号
の
１

面
で
、
男
性
芸
術
家
の
方
た
ち

の
中
に
小
川
洋
子
さ
ん
が
輝
か

し
く
み
え
ま
し
た
。
女
性
芸
術

家
の
方
々
の
出
番
、
う
れ
し
い

で
す
。
（
芦
屋
市
・
Ｔ
）

◆
展
覧
会
特
別
鑑
賞
講
座
「
ラ

イ
デ
ン
国
立
古
代
博
物
館
所
蔵

古
代
エ
ジ
プ
ト
展
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
〝
ミ
イ
ラ
〞
が
怖
く

て
今
ま
で
鑑
賞
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
何
千
年

も
昔
の
技
と
現
代
の
Ｃ
Ｔ
ス
キ

産
地
活
性
化
願
い
作
陶

登
窯
も
修
復

令
和
３
年
度
兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
者

陶
芸
家

大お

お

が

み上

巧
た
く
み

さ
ん

素
顔
拝
見

　
約
８
０
０
年
の
伝
統
を
誇

る
丹
波
焼
（
丹
波
篠
山
市
・

立た
ち
く
い杭

）
の
窯
元
「
大
熊
窯
」

の
代
表
。
丹
波
立
杭
焼
伝
統

工
芸
士
会
会
長
を
務
め
、
丹

波
焼
を
引
っ
張
る
一
人
。
丹

波
焼
独
特
の
「
海え

び老
徳
利
」

や
工
芸
品
な
ど
を
数
多
く
作

陶
す
る
一
方
、
産
地
の
活
性

化
、
発
展
を
願
い
、
「
丹
波

焼
陶
器
ま
つ
り
」
や
現
役
最

古
の
登
窯
の
修
復
・
復
活
事

業
を
計
画
。
そ
の
中
心
的
役

割
を
果
た
し
た
こ
と
で
も
知

穴
か
ら
激
し
く
吹
き
だ
す
大

炎
を
巧
み
に
操
り
、
３
昼
夜

に
も
及
ぶ
窯
炊だ

き
は
労
力
、

コ
ス
ト
が
か
か
り
大
変
で

す
」
。
作
り
始
め
て
40
年
以

上
と
い
う
「
海
老
徳
利
」
は

江
戸
期
以
来
の
装
飾
技
法
で

筆
と
ス
ポ
イ
ド
で
描
く
自
慢

の
「
イ
ッ
ピ
ン
」
。
創
作
の

全
て
は
叔
父
の
大
上
昇
さ
ん

の
仕
事
を
見
て
学
ん
だ
。「
叔

父
さ
ん
に
比
べ
る
と
ま
だ
ま

だ
で
す
」と
謙
虚
な
大
上
さ
ん
。

　
「
丹
波
焼
陶
器
ま
つ
り
」

は
大
上
さ
ん
ら
若
手
七
人
で

結
成
し
た
「
グ
ル
ー
プ
窯よ

う

」

が
主
体
と
な
り
多
く
の
人
を

呼
び
込
も
う
と
提
案
。
１
９

力
用
い
て
の
修
復
を
進
め

た
。
15
年
11
月
に
初
焼
成
、

約
４
千
点
が
窯
出
し
さ
れ

た
。
大
上
さ
ん
は
「
修
復
は

大
事
業
で
最
後
の
ご
奉
公
と

の
思
い
で
取
り
組
ん
だ
が
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
県
、
市
、

自
治
会
や
仲
間
ら
み
な
さ
ま

の
お
か
げ
で
復
活
。
そ
の
活

動
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で

あ
り
感
激
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は

保
存
委
員
会
を
中
心
に
、
国

の
文
化
財
指
定
を
目
指
し
、

築
窯
技
術
の
伝
承
な
ど
の
活

動
に
努
め
た
い
」
。
「
判
断
力

ら
れ
る
。

　
大
上
さ
ん
は
追
手
門
学
院

大
学
で
経
済
学
を
学
び
、
京

都
の
陶
芸
家
宮
永
東
山
の
二

代
、
三
代
目
に
師
事
し
た
後
、

「
大
熊
窯
」
で
作
陶
開
始
。

大
熊
窯
は
江
戸
初
期
の
創
業

で
、
現
在
、
大
上
さ
ん
、
次

女
の
伊
代
さ
ん
、
三
女
の
恵

さ
ん
父
子
が
作
陶
に
励
む
。

鉄
分
が
多
い
丹
波
の
土
は
高

温
の
登
窯
で
焼
く
と
硬
く
締

ま
る
。
「
そ
の
焼
き
締
め
が

丹
波
焼
の
持
ち
味
で
魅
力
。

窯
の
中
で
土
と
炎
が
ど
ん
な

景
色
を
作
っ
て
く
れ
る
か
、

い
つ
も
ワ
ク
ワ
ク
。
で
も
横

完
売
。
グ
ル
ー
プ
員
の
友
達

や
役
場
の
人
ら
に
交
通
整
理

や
売
り
子
を
頼
み
、
グ
ル
ー

プ
窯
以
外
の
窯
元
に
も
出
品

し
て
も
ら
っ
て
２
日
間
や
り

通
し
た
。
そ
れ
以
降
、
毎
年

10
月
中
旬
の
週
末
に
開
催
。

今
や
丹
波
焼
最
大
の
行
事
に

発
展
し
た
。

　
現
役
最
古
の
登
窯
は
上
立

杭
地
区
の
里
山
の
勾
配
を
利

用
し
て
東
西
47
㍍   に
渡
っ
て

長
く
建
築
さ
れ
、
焼
成
室
９

室
（
袋
）
を
持
つ
。
記
録
に

よ
る
と
１
８
９
５
年
に
築ち

く
よ
う窯

。

兵
庫
県
指
定
有
形
民
俗
文
化

財
。

　
傷
み
が
激
し
く
荒
れ
た
ま

兵庫県工芸美術作家協会理事
長と し て 工芸美術振興にも 尽
力。 丹波立杭焼伝統工芸士。
優れた調整能力を 持ち 芸術文
化関係者の信頼も 厚いと いわ
れる。 田部美術館・ 茶の湯の
造形展入選・ 奨励賞、 兵庫工
芸展神戸新聞大賞、 同県功労
者表彰、 同県技能顕功賞、 経
済産業大臣表彰など多数受賞。
70歳。

ま
残
さ
れ
た
窯
を
修
復
し
丹

波
焼
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
活

用
を
と
い
う
機
運
の
高
ま
り

が
き
っ
か
け
。
丹
波
立
杭
陶

磁
器
協
同
組
合
も
賛
同
し
、

２
０
１
３
年
に
「
登
窯
修
復

実
行
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
、

同
組
合
理
事
長
を
務
め
た
大

上
さ
ん
が
委
員
長
に
就
任
。

ま
た
兵
庫
陶
芸
美
術
館
（
三

木
哲
夫
館
長
）
が
中
心
と
な

り
作
業
を
手
伝
う
サ
ポ
ー
タ

ー
確
保
、
資
金
集
め
を
推
進
。

地
元
自
治
会
な
ど
地
域
団
体

も
一
体
と
な
っ
て
支
援
し
協

力
。
築
窯
当
時
の
技
術
を
極

が
あ
り
前
向
き
な
大
上

さ
ん
。
も
っ
と
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
三
木
館

長
。
陶
芸
の
道
を
歩
む

ま
な
娘
に
は
「
独
自
の

作
風
で
２
人
仲
良
く
続

け
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ

し
い
」
。
大
上
さ
ん
は

ほ
ほ
え
ん
だ
。

修復を 終えた直後に、
窯焼き 作業をする大上
さ ん＝2015年

「 健康に気を つけ創作を 続け
て」 ―喜びの記念撮影で父と
話す伊代さ ん（ 右） と 恵さ ん
＝上立杭の大熊窯で

７
８
年
の

初
回
は
大

に
ぎ
わ
い

で
交
通
渋

滞
を
起
こ

し
、
１
日

目
で
ほ
ぼ

© 山岡成男

ヒ ョ ーゴ
アーカ イ ブス展

兵庫県公館県政資料館

展示室 7 にて開催中

　
今
の
・
昔
の
兵
庫
の
姿

を
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
「
残
す
、
語
る
、
伝
え
知

る
」
ウ
ェ
ブ
上
の
資
料
館
「
ヒ

ョ
ー
ゴ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
。

　
本
展
で
は
、
ウ
ェ
ブ
公
開

し
て
い
る
後
世
に
残
し
た

い
、
語
り
継
ぎ
た
い
過
去
の

映
像
や
写
真
、
現
在
の
美
し

い
風
景
写
真
な
ど
の
中
か
ら
、

写
真
58
点
や
動
画
５
点
を
展

示
。
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
の
様
子
や
何
気
な
い

日
常
風
景
な
ど
、
兵
庫
五
国
の

多
様
な
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
来
館
い
た
だ
く
皆

さ
ま
に
は
、
感
染
防
止
対
策
へ

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
会
期
】
２
月
12
日
㈯

ま
で
（
日
曜
、
祝
日
、

年
末
年
始
は
休
館
）

【
開
館
時
間
】
９
時
〜

17
時
（
土
曜
日
は
10
時

〜
16
時
）

※
当
面
の
間
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
毎
週

土
曜
日
は
休
館
し
ま

す
。
再
開
の
場
合
は
県

公
館
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
観
覧
料
】
無
料

【
場
所
】
兵
庫
県
公
館
県
政
資

料
館
「
兵
庫
の
文
化
」
展
示
室

（
展
示
室
７
）

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
企
画

県
民
部
秘
書
課
儀
典
室
☎
０
７

８
・
３
６
２
・
３
８
２
３

　
一
流
の
演
奏
家
に
よ
る
室
内

楽
を
市
民
が
気
軽
に
楽
し
め
、

奏
者
と
聴
衆
の
距
離
の
近
い
音

楽
祭
を
目
指
し
、
２
０
０
７
年

か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
「
ル
・

ポ
ン
国
際
音
楽
祭
」
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
な
拡
大
に
よ
り
、

今
年
も
音
楽
祭
の
通
常
開
催
を

見
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
樫
本
大
進
音
楽
監
督
の
「
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
一
人
で

も
多
く
の
方
々
に
音
楽
を
届
け

た
い
」
と
の
思
い
を
受
け
、
音

楽
監
督
が
第
１
コ
ン
サ
ー
ト
マ

ス
タ
ー
を
務
め
る
ベ
ル
リ
ン
・

フ
ィ
ル
の
本
拠
地
「
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
・
ベ
ル
リ
ン

　
大
ホ

ー
ル
」
か
ら
ラ
イ
ブ
配
信
に
よ

る
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
が
12
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
現
在
、
そ
の
映
像
が
見
逃
し

配
信
で
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す

（
１
月
12
日
㈬
ま
で
）
。

　
近
年
は
チ
ケ
ッ
ト
が
ほ
ぼ
即

日
完
売
し
て
し
ま
う
人
気
イ
ベ

ン
ト
の
当
音
楽
祭
。
こ
れ
ま
で

足
を
運
び
た
く
て
も
運
べ
な
か

っ
た
す
べ
て
の
音
楽
フ
ァ
ン
の

方
へ
開
か
れ
た
こ
の
機
会
を
お

聴
き
逃
し
な
く
！

演
奏
だ
け

で
な
く
、
奏
者
た
ち
が
呼
吸
を

あ
わ
せ
る
姿
、
リ
ー
ダ
ー
が
メ

ン
バ
ー
に
送
る
視
線
、
リ
ー
ダ

ー
を
見
つ
め
る
メ
ン
バ
ー
の
表

情
な
ど
、
奏
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
間
近
で
見
ら
れ

る
の
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
の
醍
醐
味
で
す
。

　
来
年
こ
そ
は
赤
穂
・
姫
路

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願

い
、
今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
期
間
中
は
何
度
で
も

ャ
ン
の
技
と
に
驚
き
と
尊
敬
の

念
を
深
く
し
ま
し
た
。
（
神
戸

市
・
Ｓ
）

★
毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

た
展
覧
会
特
別
鑑
賞
講
座
。
来

年
度
も
実
施
す
る
方
向
で
計
画

中
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
）

◆
「
ひ
ょ
う
ご
の
国
宝
・
重
文

そ
ぞ
ろ
歩
き
」
が
楽
し
み
で
、

こ
れ
を
参
考
に
出
か
け
て
い
ま

す
（
神
戸
市
・
Ｙ
）

★
毎
月
、
た
く
さ
ん
の
方
か
ら

嬉
し
い
お
便
り
を
い
た
だ
い
て

い
る
「
ひ
ょ
う
ご
の
国
宝
・
重

文
そ
ぞ
ろ
歩
き
」
で
は
、
皆
さ

ま
か
ら
の
情
報
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
地
域
の
特
産
品
や
、

話
題
の
お
店
、
施
設
の
情
報
な

ど
、
地
元
だ
か
ら
こ
そ
の
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
紙
面
づ

く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
（
編
集
部
）

無
料
で
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま

す
。

明治中ごろから 平成10年まで、 西宮市山
口町船坂で、 農閑期に取り 組まれていた

「 細寒天」 の生産風景。 1964年1月

　
「
ヒ
ョ
ー
ゴ

ア

ー

カ

イ

ブ

ス
」
で
は
、
現

在
８
０
０
点
以

上
の
兵
庫
県
内

各
地
の
文
化
、

く
ら
し
な
ど
に

ま
つ
わ
る
写
真

・
映
像
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　
懐
か
し
い
画

像
を
観
な
が
ら

友
人
や
家
族
と
昔
話
に
花
を

咲
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
が
未
来
へ

残
し
た
い
「
今
・
昔
の
兵
庫
」

の
写
真
も
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
サ
イ
ト
内
「
募

集
情
報
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

企画展

ル
・
ポ
ン
国
際
音
楽
祭

ル
・
ポ
ン
国
際
音
楽
祭
２
０
２
１

２
０
２
１

赤
穂
・
姫
路

赤
穂
・
姫
路

ベ
ル
リ
ン

ベ
ル
リ
ン

特
別
公
演

特
別
公
演

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

2019年に行われた音楽祭の様子
（ 赤穂市文化会館ハーモニーホール）
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法
華
口
駅
で
は
、
パ
ン
工

房
が
米
粉
パ
ン
を
販
売
す
る
。

月
に
開
店
し
た
。
発
足
に
は
、

県
立
播
磨
農
業
高
校
生
や
レ

財
だ
。

国宝の三重塔　
加
西
に
は
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

が
飛
ん
で
く
る
池
が
あ
る
と

い
う
。
午
前
９
時
を
過
ぎ
る

と
、
い
な
く
な
る
と
聞
き
、

早
起
き
を
し
て
７
時
半
に
は

加
西
市
豊
倉
町
の
三さ

ん
だ田

池
に

着
い
た
。

　
池
は
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
の
す
ぐ
北
に
あ
る
。
池

の
周
り
を
歩
く
が
、
い
る
の

は
カ
モ
類
ば
か
り
。
コ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
の
姿
は
見
え
な
い
。

播
磨
下
里
駅
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
駅

長
が
月
２
回
、
法

話
の
会
を
催
す
。

法
華
口
、
播
磨
下

里
、
そ
れ
に
長お

さ

の

三
つ
の
駅
舎
は
国

の
登
録
有
形
文
化

　
法
華
山
一
乗
寺
は
、
加
西

市
南
部
の
山
あ
い
に
あ
る
。

お
寺
で
も
ら
っ
た
冊
子
に
は
、

６
５
０
（
白は

く
ち雉

元
）
年
、
法

道
仙
人
の
開
基
と
し
て
い
る
。

　
な
に
し
ろ
仙
人
で
あ
る
。

天
竺
（
イ
ン
ド
）
か
ら
紫
雲

に
乗
っ
て
飛
ん
で
き
た
。
眼

下
に
見
え
た
谷
の
形
が
蓮
華

一
いちじ ょ う じ

乗 寺
（ 加西市）

ら
５
月
、
５
度
出
撃
し
全
21

機
が
失
わ
れ
63
人
の
若
人
が

亡
く
な
っ
た
。

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
】
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
入
園
券
を
抽
選
で
、

5
組
10
人
に
。
応
募
方
法
は

3
面
に
記
載
。
締
め
切
り
は

14
日
㈮
必
着
。

く
さ
ん
写
真
撮
影
に
来
て
い

た
」
と
振
り
返
る
。

ス
ト
ラ
ン
経
営
者
、
市
民
ら

が
団
体
を
結
成
し
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金

を
つ
の
り
、
空
き
家
を
改
造

し
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
普
段
は
、
女
性
４
人
で
切

り
盛
り
す
る
。
撮
影
に
応
じ

て
く
れ
た
坂
口
恵
さ
ん
と
福

山
瑠
美
さ
ん
が
テ
キ
パ
キ
と

接
客
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
か
ら
延
期
と
な
っ

て
い
た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、

11
月
16
日
㈫
但
馬
地
区
（
朝

来
市
:

あ
さ
ご
・
さ
さ
ゆ
り

ホ
ー
ル
、
あ
さ
ご
芸
術
の
森

美
術
館
）
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
地
域
活
動
報
告
で
は
、
県

内
６
地
区
よ
り
イ
ベ
ン
ト
や
体

験
活
動
事
業
な
ど
に
つ
い
て

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域

文
化
の
振
興
や
継
承
、
地
域

の
活
性
化
に
真
摯
に
取
り
組

む
様
子
を
聞
い
て
、
活
動
意

欲
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
の

感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
関
西
学

院
大
学
建
築
学
部
長
で
県
立

丹
波
の
森
公
苑
長
で
も
あ
る

角
野
幸
博
氏
か
ら
「
集
ま
れ

文
化
の
森
に
」
と
題
し
て
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
地
域
づ
く
り
の
基
本
と
し

て
、
地
域
経
営
の
中
に
文
化

政
策
を
位
置
付
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
過
疎
化
し
衰

退
す
る
集
落
、
消
滅
の
危
機

に
あ
る
伝
統
文
化
を
救
う
た

め
に
は
文
化
の
広
場
と
し
て

の
森
で
人
々
が
定
期
的
に
出

会
う
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
文
化

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必

要
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
、
今

後
の
文
化
活
動
の
方
向
性
を

示
唆
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
兵
庫
県
立
和
田
山

高
等
学
校
３
年
生
が
「
あ
さ

ご
芸
術
の
森
美
術
館
の
魅
力

発
信
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
実

践
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
高

校
生
の
目
線
か
ら
美
術
館
の

　
姫
路
海
軍
航
空
隊
鶉う

ず
ら
の野

飛

行
場
跡
に
は
長
さ
１
２
０
０

㍍
、
幅
60
㍍
の
滑
走
路
跡
が

残
る
。
こ
こ
を
拠
点
に
し
た

特
別
攻
撃
隊
白
鷺
隊
は
、
１

９
４
５
（
昭
和
20
）
年
４
月
か

に
見
え
た
の
で
、
お
寺
を
開

く
に
は
こ
こ
が
よ
い
、
と
降

り
立
っ
た
と
い
う
。
な
ん
と

も
面
白
い
話
で
は
な
い
か
。

　
ち
な
み
に
県
内
に
は
、
法

道
仙
人
の
開
基
と
伝
わ
る
お

寺
が
各
地
に
あ
る
。

　
バ
ス
停
の
す
ぐ
前
が
、
お

寺
を
拝
観
す
る
受
け
付
け
だ
。

入
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
行
き
、
石

段
を
上
る
。
左
手
に
常
行
堂

を
見
て
、
さ
ら
に
石
段
を
の

ぼ
る
。
息
が
切
れ
る
こ
ろ
、
国

宝
の
三
重
塔
の
前
に
立
っ
た
。

　
塔
の
て
っ
ぺ
ん
に
あ
る
金

輪
の
部
材
に
、
１
１
７
１
（
承

　
近
く
の
喫
茶
店
の
マ
ス
タ

ー
、
岩
佐
隆
さ
ん
（
72
）
は

「
か
つ
て
は
数
十
羽
が
群
れ

て
い
た
。
カ
メ
ラ
マ
ン
が
た

な
ど
の
天
ぷ
ら
、
ト
リ
胸
肉

の
ハ
ム
、
と
り
肉
と
あ
つ
あ

げ
の
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
煮
、

そ
れ
に
茶
碗
蒸
し
と
お
む
す

び
、
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。

お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　
お
店
は
、
２
０
１
９
年
６

聖
徳
太
子
及
び
天
台
高
僧

像
と
い
う
美
術
品
の
国
宝

が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
国
指
定
の
重

要
文
化
財
に
、
本
堂
、
法

道
仙
人
木
像
、
石
造
五
輪

塔
な
ど
が
あ
り
、
文
化
財

の
宝
庫
と
い
う
感
じ
だ
。

北条鉄道の北条町駅

北
条

鉄
道

●鶉野飛行場跡

はり まのちっ ち ゃ な台所

県立フ ラ ワー
センタ ー

一乗寺

372

加西Ｉ Ｃ

北条町駅

加古川北Ｉ Ｃ

中
国

自
動

車
道

山

陽自動 車道

基調講演講師
角野 幸博氏

満足ランチプレート

　
北
条
鉄
道
は
、
地
域
の
人

た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
る
鉄
道

で
あ
る
。
加
西
市
の
北
条
町

駅
と
小
野
市
の
粟あ

お生
駅
を
結

ぶ
13
・
６
キ
ロ
の
単
線
だ
。

　
乗
客
を
増
や
そ
う
と
、
各

駅
で
取
り
組
む
活
動
が
話
題

を
呼
ぶ
。

特
色
と
課
題
を
捉
え
、
よ
り

多
く
の
人
に
と
っ
て
魅
力
的

な
場
所
に
す
る
た
め
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
「
具
体
的

な
内
容
で
と
て
も
わ
か
り
や

す
か
っ
た
」
と
参
加
者
か
ら

は
好
評
で
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
会
場
を
ホ
ー

ル
か
ら
雄
大
な
ロ
ッ
ク
フ
ィ

ル
ダ
ム
の
直
下
に
位
置
す
る

美
術
館
へ
移
し
ま
し
た
が
、

移
動
途
中
に
は
広
大
な
野
外

彫
刻
公
園
の
景
観
を
楽
し
み

ま
し
た
。
こ
こ
で
も
、
和
田

山
高
校
生
が
３
か
所
に
分
か

れ
て
説
明
を
し
て
く
れ
た
の

で
作
品
へ
の
理
解
が
深
ま
り

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
、
そ
し
て
但
馬

と
い
う
遠
方
に
も
関
わ
ら

ず
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
演
者

の
「
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら

こ
そ
心
の
癒
し
を
」
と
い
う

温
か
い
心
や
、
参
加
者
の
「
文

化
の
灯
は
決
し
て
消
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
熱
い
思

い
に
溢
れ
た
大
会
に
な
り
ま

し
た
。

　
加
西
市
観
光
協
会
に
よ
る

と
、
最
近
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

飛
来
す
る
と
い
う
。

　
お
昼
は
、
「
は
り
ま
の
ち

っ
ち
ゃ
な
台
所
」
で
、
満
足

ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト
（
１
６
５

０
円
、
税
込
み
）
を
食
し
た
。

　
出
さ
れ
た
品
は
、
す
だ
ち

の
皮
を
き
か
せ
た
お
そ
ば
を

は
じ
め
、
エ
ビ
や
ワ
サ
ビ
菜

コハクチョ ウは
見えない三田池

　 　 地域の文化情報

兵庫県地域文化団体協議会

令和3 年度 兵庫県地域文化を考えるシンポジウム

テーマ
「 文化活動を 活かし た

　 　 　 　 魅力あるふるさとづく り」

但 馬

いちじ ょ う じいちじ ょ う じ

乗
（ 加西市）

いちじ ょ う じいちじ ょ う じ

寺
（ 加西市）

いちじ ょ う じ

一
いちじ ょ う じ

（ 加西市）

いちじ ょ う じいちじ ょ う じ

乗
（ 加西市）

ひょうごの

そぞろ歩きそぞろ歩き

国宝・ 重文

国
宝  

三
重
塔  

優
美
な
姿

北
条
鉄
道

　
お
客
増
に
各
駅
挑
む

安
元
）
年
の
刻
印
が
あ
っ
て
、

建
設
年
代
が
特
定
さ
れ
て
い

る
。
塔
の
屋
根
が
上
部
に
い

く
ほ
ど
小
さ
く
な
る
よ
う
に

建
て
ら
れ
る
な
ど
、
平
安
様

式
の
優
美
な
姿
を
示
す
と
し

て
、
国
宝
に
な
っ
た
。

　
一
乗
寺
に
は
も
う
一
つ
、

福山瑠美さん（ 左）と
坂口恵さん

曜
定
休
。
11
時
~

14
時
、
ラ

ス
ト
オ
ー
ダ
ー
13
時
半
。
ラ

ン
チ
プ
レ
ー
ト
１
１
０
０
円
、

フ
ル
ー
ツ
プ
レ
ー
ト
４
５
０
円

（
い
ず
れ
も
税
込
み
）
。
正
月

は
５
日
か
ら
。
☎
０
７
９
０
・

３
３
・
９
７
７
１

▼
北
条
鉄
道
=
本
社
は
北
条

町
駅
（
加
西
市
北
条
町
北
条

28
︱
２
）
。
１
９
１
５
年
、
播

州
鉄
道
加
古
川
線
北
条
支
線

と
し
て
開
通
、
１
９
８
５
年

旧
国
鉄
北
条
線
廃
止
、
同
年

第
３
セ
ク
タ
ー
北
条
鉄
道
が

営
業
開
始
。
☎
０
７
９
０
・
４

２
・
０
０
３
６

▼
姫
路
海
軍
航
空
隊
鶉
野
飛

行
場
跡
=
加
西
市
鶉
野
（
戦

時
中
、
開
隊
当
時
の
地
名

は
加
西
郡
九
会
村
、
下
里

村
）
。
跡
地
に
つ
く
ら
れ
た

備
蓄
倉
庫
で
紫
電
改
の
実

物
大
模
型
が
毎
月
第
１
、
第

３
日
曜
日
１0
時
~
１5
時
、
公

開
さ
れ
て
い
る
。
見
学
は
無

料
。
正
月
２
日
は
お
休
み
。

操
縦
席
の
搭
乗
体
験
に
は

現
地
で
の
整
理
券
が
必
要
。

加
西
市
観
光
協
会
☎
０
７
９

０
・
４
２
・
８
７
１
５

お
出
か
け

ち
ょ
っ
と
メ
モ

▼
法
華
山
一
乗
寺
=
加
西
市

坂
本
町
８
２
１
︱
１7
。
Ｊ
Ｒ

姫
路
駅
か
ら
神
姫
バ
ス
、
法

華
山
一
乗
寺
経
由
社
（
や
し

ろ
）
行
き
で
法
華
山
一
乗
寺
バ

ス
停
下
車
、
す
ぐ
前
が
お
寺

の
受
け
付
け
。
車
だ
と
山
陽

自
動
車
道
加
古
川
北
Ｉ
Ｃ
か

ら
一
般
道
へ
、
ま
た
は
中
国
自

動
車
道
加
西
Ｉ
Ｃ
か
ら
一
般

道
へ
。
拝
観
料
は
大
人
５
０

０
円
、
中
高
生
２
０
０
円
。
宝

物
館
を
見
る
に
は
別
に
大
人

５
０
０
円
、
中
・
高
生
２
５
０

円
、
２
週
間
前
の
予
約
が
必

要
。
☎
０
７
９
０
・
４
８
・
２

０
０
６
。
予
約
は
フ
ァ
ク
ス
☎

０
７
９
０
・
２
０
・
４
３
３
３

で
も
可
。

▼
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
飛
来
池
=

三
田
池
（
豊
倉
町
）
、
長
倉
池

（
玉
丘
町
）
、
水
正
池
（
上
宮

木
町
）
の
３
箇
所
が
飛
来
池

マ
ッ
プ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

加
西
市
観
光
協
会
☎
０
７
９

０
・
４
２
・
８
７
１
５

▼
は
り
ま
の
ち
っ
ち
ゃ
な
台

所
=
加
西
市
北
条
町
北
条
１

０
９
７
︱
１
。
北
条
鉄
道
北

条
町
駅
か
ら
徒
歩
５
分
。
日

　 鶉野飛行場の
滑走路跡　

美術館で説明する高校生


